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１． 概要 
• 診療行為－請求確認画面で収納の過入金を返金できるようにします。 
• 過入金からの返金を今回請求分の入金に充てることもできるようにします。 
 
２． 制限事項 
以下の制限事項があります。 

• 過入金の部分返金はできません。 
• 入金の取り扱いが｢1 今回請求分のみ入力｣のときは過去の過入金の返金はできません。 
診療訂正時にマイナスの請求額が発生した場合の返金のみ可能です（次項の制限あり）。 

• 診療訂正時は一部入金されている収納の返金を行いません。 
• 診療訂正時は過去分の入返金を行いません（これまでどおり）。 
• 診療訂正時は請求書兼領収書の前回請求額の編集を行いません。 
診療訂正では過去分の入返金を行わないからです。 
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３． 画面イメージ 
四角で囲った部分が今回変更を行ったところです。 
｢前回までの未収額｣欄はver3.2以前では収納の未収額と過入金額を合計して表示していま
したが、今回から過入金の返金を行うためにここには未収額の合計のみ表示します。 
過入金額の合計は｢前回までの過入金額｣欄を設け、こちらに表示します（赤字でプラス表

示します）。 
診療行為入力画面の｢未収金｣欄の金額についてはver3.2以前同様に収納の未収額と過入金
額を合計して表示します。 
｢返金額｣欄に｢前回までの過入金額｣欄の金額を入力することで返金処理を行います。 
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４． 入力事例 
入力事例１ 
前回までの過入金額があり 
今回診療分請求額 ＞ 前回までの過入金額 

 

上記例の場合、返金額は未入力か前回までの過入金額の１０００円の入力が可能です。 
 
返金額を入力すると、入金額の上限を 90円に変更します。 
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返金を行うと請求書兼領収書は以下のように編集します。 
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返金額の入力がない場合、入金額は入金上限額（例では１０９０円）まで入力が可能です。 
また返金額の入力を行わず、前回請求額がマイナスとなる場合、前回請求額は編集しませ

ん（ver3.2.0 以前と同様）。 
１０９０円の入金を行った場合、請求書兼領収書は以下のように編集します。 
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入力事例２ 
前回までの過入金額があり 
今回診療分請求額 ＜ 前回までの過入金額 

 

上記例の場合、返金額は未入力か前回までの過入金額の１０００円の入力が可能です。 
 
返金額を入力すると、今回返金額（３００円：今回診療分請求額－返金額）を表示します。 
今回返金額が表示されているときは入金額の入力はできません。 
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返金を行うと請求書兼領収書は以下のように編集します。 
入金額には今回請求額から返金額を差し引いた－３００円を編集します。 
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返金額の入力がない場合、入金額は入金上限額（例では７００円）まで入力が可能です。 
７００円の入金を行った場合、請求書兼領収書は以下のように編集します。 
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入力事例３ 
診療訂正 
前回請求額との差額が－１０００円 
収納は入金済の状態 

 

上記例の場合、返金額は未入力か１０００円の入力が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 10 

返金を行うと請求書兼領収書は以下のように編集します。 
入金額には返金額の－１０００円を編集します。 
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返金を行わない場合、請求書兼領収書は以下のように編集します。 
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５． 項目説明 

 

①今回診療分請求額（表示項目） 
 今回診療分の請求額を表示します。 
②前回までの未収額（表示項目） 
 前回までの未収額を表示します（未収がある収納の未収額計）。 
③前回までの過入金額（表示項目） 
 前回までの過入金額を表示します（過入金がある収納の過入金額計）。 
④返金額（入力項目） 
 返金額を入力します。前回までの過入金額と同額のみ入力可能です。 
 ”*”（アスタリスク）を入力すると前回までの過入金額を自動で入力します。 
⑤入金上限額（表示項目） 
 入力可能な入金額の上限額を表示します。 
 返金額の入力が行われると、返金額分だけ減額して表示します。 
 請求額に対して返金額が多くなる場合は今回返金額の表示を行います。 
⑥入金額（入力項目） 
 入金額を入力します。 
 入金上限額までの入力が可能です。 
  “*” （アスタリスク）を入力すると入金上限額を自動で入力します。 
⑦合計入金額（表示項目） 
 ・複数科まとめ入力でない場合 
  入金額をそのまま表示します。 
 ・複数科まとめ入力の場合 



 13 

  各科・各保険に入力された入金額の合計を表示します。 
⑧合計未収額（表示項目） 
 ・合計未収額を表示します。 
⑨一括返金ボタン 
 ・通常は返金額欄に”*”（アスタリスク）を入力されたときと同じ振る舞いをします。 
  複数科入力の訂正時にボタンを押すと、全ての請求に対して返金を行います。 
⑩一括入金ボタン 
 ・通常は入金額欄に”*”（アスタリスク）を入力されたときと同じ振る舞いをします。 
  複数科入力の訂正時にボタンを押すと、全ての請求に対して入金を行います。 
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６． 入金の取り扱いによる返金処理の振る舞い 
返金処理は入金処理同様に｢入金の取り扱い｣によって異なる動作をします。 
まず、｢1 今回診療分のみ入力｣が選択されている場合は｢前回までの過入金額｣の返金はで
きません。 
他の区分については合計請求額対して最初に返金額の入金を行います。次に残りの請求額

に対して今回入金額の入金処理を行います。 
以下事例を示します。 
 
入力事例１（前回までの未収額 ＞ 返金額 ） 
今回診療分請求額  １０００円 
前回までの未収額   ６００円 
返金額        ４００円 
入金額       １２００円 

 

 
 
（１）入金の取り扱いが｢2 今回分・伝票の古い未収順に出力｣または｢3 今回分・伝票の新
しい未収順に出力｣の場合 

 
これらの区分は先に今回分の請求に対して返金（入金）を行った後、他の未収状態の収納

に対して返金（入金）を行います。 
 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 

 
※前回請求額欄 ＝ 前回までの未収額（＋） ＋ 前回までの過入金額（－） 
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・合計入金額の振り分け  
今回請求額 1000 円 前回までの未収 600 円 
入金より 返金より 入金より 返金より 
600 円 400 円 600 円 0 円 

 
・収納一覧表 
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（２）入金の取り扱いが｢4 伝票の古い未収順に入金｣または｢5 伝票の新しい未収順に入
金｣の場合 

 
これらの区分は今回分の請求に対して返金（入金）を行う前に、先に他の未収状態の収納

に対して返金（入金）を行います。 
 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 

 
 
・合計入金額の振り分け  
今回請求額 1000 円 前回までの未収 600 円 
入金より 返金より 入金より 返金より 
１000 円 0 円 ２00 円 400 円 

 
・収納一覧表 
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入力事例２（前回までの未収額 ＜ 返金額） 
 
今回診療分請求額  １０００円 
前回までの未収額   ２００円 
返金額        ８００円 
入金額        ４００円 

 

 
 
（１）入金の取り扱いが｢2 今回分・伝票の古い未収順に出力｣または｢3 今回分・伝票の新
しい未収順に出力｣の場合 

 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 

 
 
・合計入金額の振り分け 
今回請求額 1000 円 前回までの未収 200 円
入金より 返金より 入金より 返金より 
200 円 800 円 200 円 0 円 

 
・収納一覧表 
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（２）入金の取り扱いが｢4 伝票の古い未収順に入金｣または｢5 伝票の新しい未収順に入
金｣の場合 

 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 

 
 
・合計入金額の振り分け  
今回請求額 1000 円 前回までの未収 200 円 
入金より 返金より 入金より 返金より 
４00 円 600 円 0 円 200 円 

 
・収納一覧表 
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入力事例３（今回請求額＋前回までの未収額 ＜ 返金額） 
 
今回診療分請求額   ８００円 
前回までの未収額   ２００円 
返金額       １２００円 
入金額          ０円 

 

 
 
（１）入金の取り扱いが｢2 今回分・伝票の古い未収順に出力｣または｢3 今回分・伝票の新
しい未収順に出力｣の場合 

 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 

 
 
・合計入金額の振り分け  
今回請求額 800 円 前回までの未収 200 円 
入金より 返金より 入金より 返金より 
0 円 800 円 0 円 200 円 

 
・収納一覧表 
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（２）入金の取り扱いが｢4 伝票の古い未収順に入金｣または｢5 伝票の新しい未収順に入
金｣の場合 

 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 

 
 
・合計入金額の振り分け  
今回請求額 800 円 前回までの未収 200 円
入金より 返金より 入金より 返金より 
0 円 800 円 0 円 200 円 

 
・収納一覧表 
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７． 複数科・複数保険入力時の返金処理の振る舞い 
以下に入力事例を示します。 
全ての入力事例について入金の取り扱いは｢2 今回分・伝票の古い未収順に出力｣が選択さ
れているものとします。 
 
入力事例１ 複数保険入力で一方の科のみ返金額から入金を行う場合 
 
今回診療分請求額  ３０００円 （国保 １０００円、自費 ２０００円） 
返金額        ６００円 
入金額       ２４００円 

 
保険合計 

 
 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 
①保険組み合わせ別に発行 
国保 

 

 
自費 
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②全体をまとめて発行 

 

 
・合計入金額の振り分け  
国保 1000 円 自費 2000 円 
入金より 返金より 入金より 返金より 
400 円 600 円 2000 円 0 円 

 
・収納一覧表 
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入力事例２ 複数保険入力で両方の科に返金額から入金を行う場合 
 
今回診療分請求額  ３０００円 （政管 １０００円、自費 ２０００円） 
返金額       １３００円 
入金額       １７００円 

 
保険合計 

 
 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 
①保険組み合わせ別に発行 
政管 

 

 
自費 

 

 
②全体をまとめて発行 
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・合計入金額の振り分け  
政管 1000 円 自費 2000 円 
入金より 返金より 入金より 返金より 
0 円 1000 円 700 円 300 円 

 
・収納一覧表 
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入力事例３ 複数保険入力で合計請求額＜返金額の場合 
 
今回診療分請求額  ３０００円 （政管 １０００円、自費 ２０００円） 
返金額       ４０００円 
入金額          ０円 

 
保険合計 

 
 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 
①保険組み合わせ別に発行 
政管 

 

患者への返金が発生する場合は１枚目の請求書に含めて計上します。 
 
自費 

 

 
②全体をまとめて発行 
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・合計入金額の振り分け  
政管 1000 円 自費 2000 円 
入金より 返金より 入金より 返金より 
0 円 1000 円 0 円 2000 円 

 
・収納一覧表 
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入力事例４ 複数科・複数保険入力 
 
今回診療分請求額   ５０００円   内科 政管  ５００円 

外科 政管 １０００円 
外科 自費 １５００円 
内科 自費 ２０００円 

返金額       ３５００円 
入金額       １５００円 

 
保険・診療科合計 

 
 
・請求書兼領収書 請求額・入金額 
①診療科・保険組み合わせ別に発行 
内科 政管 

 
 
外科 政管 

 
 
 
 
 
 



 28 

外科 自費 

 
 
 
 
内科 自費 

 
 
②保険組み合わせ別に発行 
政管 

 
 
自費 

 
 
③診療科別に発行 
内科 
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自費 

 
 
④全体をまとめて発行 

 
 
・合計入金額の振り分け 
内科 政管 500 円 外科 政管 1000 円 外科 自費 1500 円 内科 自費 2000 円 
入金より 返金より 入金より 返金より 入金より 返金より 入金より 返金より 
0 円 500 円 0 円 1000 円 0 円 1500 円 1500 円 500 円 

 
・収納一覧表 
内科 

 
 
外科 
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複数科・複数保険入力で複数の請求に対して返金額を振り分ける場合、振り分けの優先順

位は診療行為確認画面の表示順となります。 
以下の画面の例では返金額を内科、外科の順で振り分けます。入金額の振り分けについて

も同様です。 
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返金額の入力は合計表示を行っている状態で行います。 

 
 
請求毎の内訳を表示すると、振り分けられた返金額を確認することができます。 
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８．診療訂正 
診療訂正では訂正によって発生した差額の入金・返金ができます。 
請求書兼領収書の請求額・入金額欄は訂正分についてのみの編集となります。 
前回請求額の編集は行いません。 

 
 
↓ 
請求書兼領収書 
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訂正前の請求に未収金が発生している場合は減額訂正による返金はできません。 
その際入金額欄左上に“＜収納が未収です＞”が表示されます。 

 
 
 


